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学位審査委員会

（主査）　教授　松本　孝朗

本学位審査委員会（2021年 4 月14日設置）は、加治木政伸氏から提出された博士学位請求論文　『体育・

スポーツ現場の熱中症予防に関する具体的方策 ―日射遮蔽と身体冷却の効果―』　について下記のとおり

審査したことを報告する。

記

・2021年 4 月14日：博士学位請求論文の受理、審査委員会の設置

・2021年 4 月14日：第 1回学位審査委員会（論文の概要・構成についての確認、審査日程打ち合わせ）

・2021年 7 月 5 日：第 2回学位審査委員会（論文の評価、問題点の整理）

・2021年 ８ 月23日：第 3回学位審査委員会（論文修正の確認）〈稟議〉

・2021年 9 月14日：第 4回学位審査委員会（論文内容についての質疑、最終試験）

・2021年10月 6 日：第 5回学位審査委員会（学位審査報告書の最終確認）〈稟議〉

・2021年10月13日：博士課程委員会において審査結果の報告
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論文の公示：	2021年10月20日～2021年10月27日

合否の判定：	2021年11月17日　博士課程委員会

	 以上

論文審査および最終試験の結果

1 ．論文審査の結果

（ 1）提出論文の概要

近年、地球温暖化やヒートアイランド現象などの影響により、日本の夏の暑さは厳しさを増しており、

暑熱障害（熱中症）が大きな社会的問題となっている。本論文では、より安全に体育・スポーツ活動を

実施するための具体的対策の立案を目的とし、屋根付きテニスコートの日射遮蔽効果およびファン付き

リュックサックの身体冷却効果という 2つの面から検討している。第 1章では、暑熱障害（熱中症）の 4

病型とその現状および日射遮蔽と身体冷却による暑さ対策について、概説している。第 2章（屋根付きテ

ニスコートの日射遮蔽効果の検討）では、半透明の屋根で覆われた室内テニスコート（側壁は可動式で開

放可）と隣接する屋外テニスコート（共に同一素材のハードコート）のWBGT（湿球黒球温度）を、 ８

月の 6日間にわたり（この間の日最高気温は34～35℃）実測した。室内コートのWBGTは屋外コートに

比べ、晴天時の日中低く保たれ、熱中症の発生が急増する「厳重警戒（WBGT2８～31℃）」の時間帯が 1

日7.5時間（屋外）から 5時間（室内）に有意に短縮し、屋外コートでは 1日に約 3時間みられた「原則

運動中止（WBGT31℃以上）」の時間は室内コートでは皆無であった。WBGTの屋内外差は最大で 4～ 5℃

に及び、屋根による日射遮蔽効果により、運動スペースの暑熱環境が大きく改善されることを示した。第

3章（ファン付きリュックサックの身体冷却効果の検討）では、バッテリー駆動式のファン 2個が装備さ

れ、背中に当たる部分のメッシュ構造を通して背部から頸部に気流が当たる軽量リュックサック（64８g）

を装着させた健康成人男性に、気温35℃、相対湿度50％の人工気象室内で時速5.5㎞（傾斜 2 ％）の歩行

運動を60分間行わせた。ファン付きリュックサックの装着により、歩行運動時の直腸温上昇が0.11℃、心

拍上昇が11拍／分軽減し、主観的運動強度、温熱感覚、温熱的快適感が改善することを示した。第 4章で

は全体を総括し、今後の展望を述べている。

（ 2）提出論文の評価

近年の熱中症の増加という社会的問題に対して、その具体的対策を模索するという問題解決型の研究で

ある。屋根付きテニスコートのWBGTの実測から屋根による日射遮蔽効果の有用性を示した結果は、今

後さらなる夏季の気温上昇が危惧される将来へ向けて、より安全な体育・スポーツの環境を確保する意味

において、テニスコートに限らず、屋根付きの運動スペースを学校や社会へ広く普及させる基礎資料とし

て、スポーツ科学の学術的見地から、また社会的にも評価できる。軽運動時の体温、心拍上昇の低減効果

を示したファン付きリュックサックは、従来、身体冷却具として用いられてきた防護服着用時のクーリン

グベストやファン付きベスト、あるいは近年わが国で屋外作業者に多く用いられているファン付き長そで

上衣に比べても、軽量かつ小型で、半そでスポーツウエアの上からスポーツ時にも着用可能であり、夏季

のスポーツ愛好者やスポーツの審判員、ボランティア等への応用が期待される。スポーツ現場の熱中症予

防に関する具体的方策の立案という目標に対し、WBGT計によるスポーツ現場の暑熱環境の評価と人工

気象室内における運動生理学的被検者実験という異なる 2つの手法を用いて複合的にアプローチしている
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点において、今後の研究活動の拡大・進展が期待される。以上の通り、本研究は、熱中症という社会的問

題に対し、暑熱環境下での体育・スポーツ活動時に着目し具体的な方策を示している点、価値の高い論文

と評価できる。

（ 3）提出論文と既刊論文との関係

本論文の主要な部分は学術誌に掲載された以下の論文を再構成して書かれている。

1．	加治木政伸，山下直之，稲葉泰嗣，中野匡隆，渡辺新大，刑部純平，松岡大介，松本孝朗（2020）

　　	屋根付きテニスコートのWBGT測定―日射遮蔽効果の検証―．日本生気象学会雑誌，57（1）：17-

23．

2 ．	Masanobu Kajiki, Naoyuki Yamashita, Ryo Ito, and Takaaki Matsumoto (2020) 

   Effects of air-perfused rucksack on physiological and perceptual strain during low-intensity exercise in a hot 

environment. Temperature, 7(2): 157–164. 

2 ．最終試験の結果

研究科委員会委員全員の参加の下、口頭発表と質疑応答による最終試験を実施した。発表の内容、スラ

イドはよく吟味され、わかりやすく纏められていた。質疑に対する回答も科学的かつ公正な立場に立った

適切なものであり、研究の限界についての認識も十分であり、専門分野における高い学識が伺い知れるも

のであった。

3 ．学力の確認

体温調節、熱中症に関する研究を専門分野の一つとする日本生気象学会雑誌および英文誌「Temperature」

に、和文論文 1編と英文論文 1編を筆頭著者として執筆し、その後スポーツ生理学分野の英文論文をもう

1編執筆している。また、論文投稿の過程において査読者とのやり取りもほぼ独力で行っていることから、

その学力、語学力、研究推進能力は、独立した研究者として十分なものと評価できる。

4 ．結論

本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士（スポーツ科学）の学位に値するものであり、

かつ論文提出者はその専門領域に関する十分な学識と研究能力を有することから、博士（スポーツ科学）

の学位を授与するのに適格であると判断した。

	 以上


